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「戦争法案反対！」「今こそ政権に NO を！」「声をあげろ！」――最近そういう言葉を

目にすることが多くなった。僕にとって「政治」とは、まずもって声をあげることだった。

『不思議なクニの憲法』も、そういう意味での「政治」の映画だろうと思っていた。 
しかし、この映画は違った。たしかに映画に出てくる人びとは各々の言葉で、やり方で、

「声」をあげていた。しかし、たしかに「偏り」はあるものの、様々な年齢や立場、考え

方の人びとが入れ替わり立ち代り話すものだから、軽くめまいがする。立場や主張はすぐ

に宙吊りにされる。だから観ていて落ち着かなかったし、観終わったあとも、すぐに感想

が出てこなかった。しかし、次のことに気がついた。 
――そうか、この映画における「政治」とは、人の「声」に「耳を傾けること」なのだ。

だから、映画を観終わったあとのトークセッションで、上野千鶴子さんから感想を求めら

れた SPARの学生たちが口ごもっていたのも、誠実な反応なのだろう。一人ひとりの「声」
に――びっしりノートを取るくらい真剣に――耳を傾けていたからこそ、複数の「声」の

反響のなかで迷ってしまうのだ。しかし、そのような「迷い」こそ、この映画の「政治性」

なのである。 
ある人が「政治に関心がない」と言う。その人は自分の声をあげることに関心がないの

ではなく、むしろ「他人の声」に関心がないのではないか。他人の声に耳を傾けることは

難しい。でも、それがおもしろさや、世界の豊かさに繋がることもたしかだ（現に、この

映画は松井監督が人びとに「耳を傾けてみた」結果、どんどん「話を聞くべき人」に繋が

ったらしい、だからこの映画は「おもしろい」映画だった）。自分の声をあげることにため

らう人もいるだろう。どのように自分の声をあげていいかわからない人もいるだろう。し

かし、「他人の声を聞くこと」が「政治」であるとすれば、迷いやわからなさは、「政治」

への第一歩なのである。 
映画のなかで、印象に残った言葉がある。「私たちは防犯のために家の鍵を閉めますよね。

自衛隊はそれと同じです」という趣旨の言葉がそれだ。その人の言うことは確かだと思う。

しかし、自分の心の「鍵を開ける」こともまた、「政治」なのだ。「憲法」を通じて「政治」

の新しい見方を示してくれたこの映画に感謝します。 
 


